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　今年度も残すところあと 3 ヶ月となりました。
今月の地区大会には、たくさんの皆様のご参加を
賜りますことを心から感謝申し上げます。参加し
た皆様の心に残る大会とすることを目指して準備
も進めてまいります。今大会のホストクラブは肥
後大津ロータリークラブの皆様です。例年、ガバ
ナー輩出クラブがホストクラブ、ということがこ
れまでの慣習でした。私の場合であれば、熊本南
ロータリークラブ、というように。肥後大津ロー
タリークラブの皆様に地区大会のホストクラブを
お願いした経緯は、月信の 8 月号に記載した通り、
九州豪雨災害の被災地の人吉で、汗まみれ、泥ま
みれになりながら笑顔で被災者に寄り添う肥後大
津ロータリークラブのメンバーの姿を見て、この
方たちと一緒に、場所は人吉で…、ということを
決心いたしました。参加していただいた皆様にと
りまして、感動的な 1 日となりますよう、頑張り
ます！

　また、4 月は「母子と健康月間」となっており
ます。

　毎年、5 歳未満で命を落とす子どもは、世界で
推定 590 万人。その原因は、栄養失調、適切な医
療や衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なも
のばかりです。予防可能な原因で母と子どもが命
を落とすことなどあってはならないと、私たち

ロータリー会員は考えます。すべての母子が質の
高い医療を受けられるよう、そして、出産で命を
落とす母親がいなくなり、子どもがすくすくと成
長できるように、私たちは支援活動を行っていま
す。
　ロータリーは教育、予防接種、出産キット、移
動クリニックなど、ありとあらゆる方法で母子の
健康を推進しています。また、女性を対象に、
HIV 母子感染の予防、母乳による授乳、病気の予
防に関する教育も行っています。（マイロータリー
より抜粋）

　私たち日本人が想像できないような、国や地域
が世界中には存在しています。今月の月間テーマ
である「母子の健康」を考えるときに、その先の
未来が「女児・女性のエンパワメント」へとつな
がっていくことを確信しております。

　今月から、3 回にわたって、私が公式訪問時に
お話をいたしました、ガバナーアドレスの内容を
掲載させていただきます。ただし、昨年の 7 月頃
のアドレスと、現在のアドレスはずいぶんと変
わっていますので、最初の方の方々にはお伝えで
きていないこともあるかと思います。そこはご了
承いただきながら、今月は第 1 回、「私とロータ
リー」をお届けいたします。
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　今年度も残すところあと 3 ヶ月となりました。
今月の地区大会には、たくさんの皆様のご参加を
賜りますことを心から感謝申し上げます。参加し
た皆様の心に残る大会とすることを目指して準備
も進めてまいります。今大会のホストクラブは肥
後大津ロータリークラブの皆様です。例年、ガバ
ナー輩出クラブがホストクラブ、ということがこ
れまでの慣習でした。私の場合であれば、熊本南
ロータリークラブ、というように。肥後大津ロー
タリークラブの皆様に地区大会のホストクラブを
お願いした経緯は、月信の 8 月号に記載した通り、
九州豪雨災害の被災地の人吉で、汗まみれ、泥ま
みれになりながら笑顔で被災者に寄り添う肥後大
津ロータリークラブのメンバーの姿を見て、この
方たちと一緒に、場所は人吉で…、ということを
決心いたしました。参加していただいた皆様にと
りまして、感動的な 1 日となりますよう、頑張り
ます！

　また、4 月は「母子と健康月間」となっており
ます。

　毎年、5 歳未満で命を落とす子どもは、世界で
推定 590 万人。その原因は、栄養失調、適切な医
療や衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なも
のばかりです。予防可能な原因で母と子どもが命
を落とすことなどあってはならないと、私たち

　私は、2000 年 4 月 3 日に熊本南ロータリーク
ラブに入会をいたしました。当時の熊本南ロータ
リークラブは会員数も 70 ～ 80 名くらいで、例会
は円卓を並べて行っていました。初日に例会場に
入った時に「どこに座ればいいのだろう」、つまり、
自分の居場所がそこにあるのか、ということに不
安になったことを今でも覚えています。これは先
輩会員の皆様にお願いなのですが、これから新入
会員の方が入会されたら、自らお声掛けいただい
て、ご自身のお隣の席へご案内してあげてくださ
い。どれだけ新入会員の方が救われるか、よろし
くお願いいたします。
　時間の経過とともに、雰囲気にも慣れて、少し
ずつ自分の居場所ができていきます。さらに、入
会して、23 年たった今では、いつも誰かに居場所
を提供しようとする自分の姿があります。これは、
ロータリークラブに在籍しているだけで身につい
ていくものだと思います。

ロータリーのチカラ①
【自然と人に対するやさしさや、思いやり、配慮
ができるようになる】

　もうひとつロータリーのチカラを感じることが
あります。「ロータリーはハイかイエスかよろこ
んで！」「ロータリーにノーはない」という言葉
です。皆様、一度は耳にしたことのあるフレーズ
ではないでしょうか。高圧的に聞こえて、あまり
いい気持ちがしない方もいらっしゃるかもしれま
せん。「今は無理です、考えさせてください、で
きません！」と断ってもいい、と私は思います。
自分で考えて決めましょう、ということをお話さ
せていただいています。同時に、アントニオ猪木
さんの引退試合の時のスピーチの中の「道」とい
う詩を紹介しています。

 この道を行けばどうなるものか。 
 危ぶむなかれ、危ぶめば道はなし。 
 踏み出せばその一足が道となり、

 その一足が道となる。 
 迷わず行けよ、行けばわかるさ

　この詩によって、「ロータリーはハイかイエス
かよろこんで！」という言葉にも先輩方の温かい
愛情が感じられるようになります。

ロータリーのチカラ②
【人に前を向かせて、背中を強く押してくれる】

　以上の 2 つのロータリーのチカラは私自身が感
じているものです。人によって違うのかもしれま
せん。私はこの 2 つのチカラによって、23 年間、
ロータリー活動を継続してくることができまし
た。その中で、いろいろな方と出会い、ともに汗
をかき、語り合い、バカな話、ふざけあったこと
も数多く…、その中で、人と人とが信頼関係で結
ばれ、友情いっぱいの仲間となり、その仲間と一
緒に、何か、人の役に立つことを行っているとき
こそ、私の幸せと感じるようになりました。そこ
で生まれたのが「ロータリーはつながりであふれ
ている～友情いっぱいの仲間となにかよいことを
しましょう～」という地区スローガンでした。
　「入りて学び、出でて奉仕せよ」という言葉は、
そのスローガンを、ロータリー以外、職場や家庭、
ご近所付き合いなどにも適用することが大事なこ
とであるということ、そして、ロータリアンとし
て、「休日は家族と一緒に過ごしましょう」とい
う言葉もお伝えしています。ロータリー活動以外
の時こそが、真のロータリアンであるべきである、
ということです。
　ここまでが、私とロータリーの関わり、つなが
りの話です。人それぞれのロータリーに対する価
値観は違っていいと思っています。大事なことは、
それぞれがその落とし込みができているかどうか
ということなのです。

　次回は、私個人が在籍するロータリーとは？
「ロータリーと世界平和」という話に続きます。
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　今年度、第 2 回ロータリーリーダーシップ研究
会（以下 RLI）が 2023 年 2 月 25 日（土）ホルトホー
ル大分にて開催されました。

　25 名のディスカッションリーダー（以下 DL）
と 50 名の受講者にて各テーマに沿って、6 グルー
プにて 1 セッション 50 分 ×6 セッションを行い
ました。今回は大分開催ということもあり、大分
側からの参加者が多かったように思います。

　また、DL には、私はもちろん、瀧研修リーダー、
大森副ガバナー、膳所ガバナーエレクト、三村ガ
バナーノミニ―にも参加して頂きました。各セッ
ションにて様々な意見や情報交換が交わされ受講
者、DL 共にロータリーに対して多くの「気づき」
があったのではないかと思います。

　第 1 回の熊本開催は 2 日間の開催でしたが、今
回は 1 日での開催ということで、受講者、DL の

皆様には、大変ハードな一日となったのではない
でしょうか。そのあとの懇親会の皆様のほっとし
た表情がとても印象的でした。

　おかげさまで、今年度予定の 2 回の RLI は予定
通り行うことができました。参加者の皆様、DL
の皆様、また、ご尽力いただきました RLI 運営委
員会の井上弘太郎委員長と上野浩伸副委員長に心
から感謝申し上げます。ありがとうございました。

ロータリーリーダーシップ研究会（RLI）　パートⅡ開催

ディスカッションリーダーの皆様

セッション風景

全体会の風景
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2023-2024 年度 会長エレクト研修セミナー
　3 月 11 日 13 時、膳所ガバナーエレクトの点鐘
で 2 日間の 2023-2024 年度会長エレクトミナー
（PETS）がマリエールオークパイン日田で始まり
ました。
　各クラブ会長エレクトが集合し、来賓として堀
川ガバナー、瀧研修委員長、パストガバナー及び
ノミニー、デジグネートも参加していただき、部
門長、ガバナー補佐、研修委員会らが運営を担当
しました。

　1 日目は膳所ガバナーエレクトから「国際協議
会 と 次 年 度 の 地 区 方 針 に つ い て」と 題 し、
PowerPoint（PP）を使い説明がありました。次
に「会長の役割と責務・クラブ運営について」が
研修委員の大石さんの説明がありました。そして
各部門長からＰＰを使って、それぞれの部門の事
業の話が展開されました。また硯川パストガバ
ナーが「危機管理委員会について」各ロータリー
でのリスク管理の話がありました。そして懇親会
は１８時半から引き続きマリエール日田で行わ
れ、余興として日田祇園囃子保存会の演奏があり、
参加者はひと時の親睦の時間を楽しみました。

　2 日目は 9 時から始まり、グループ会議がお隣
の昭和学園で 9 教室とマリエールで 3 部屋に分か
れて、それぞれガバナー補佐の指導の下、各クラ
ブの活性化のためのディスカッションが行われま
した。各クラブの会長エレクトがそれぞれのクラ
ブのことについて真剣に協議する 1 時間になりま
した。そして全員マリエールに戻り、公共イメー
ジ部門　波佐間部門長より「MY ロータリーにつ
いて」の説明がありました。そして最後の締めと
して会長エレクトお二人から今後のロータリー運
営の決意表明が行われ、大いに盛り上がりました。
参加者の皆さん 2 日間お疲れ様でした。
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マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー

米山功労者マルチプル

京田 高裕 会員
宇佐 2001RC
（1回目）

後藤 義浩 会員
宇佐 2001RC

松尾 州裕 会員
荒尾 RC
( 2 回目 )

バス事業

製粉

葬祭業

事務機器販売

入会者 新会員のご紹介をいたします 退会者

クラブ名 氏 名

梶原　直樹

廣原　武史

丸山　征也

出先　幸之進

田嶋　明彦

福田　崇九

際田　赳久

園村　誠也

松﨑　慎介

立尾　俊博

日出

大分

大分中央

熊本 '05福祉

熊本南

熊本南

熊本南

熊本南

天草中央

天草中央

教育者

旅行業

冠婚葬祭業

発電・売電関連事業

放送業

ライブハウス

住宅建設

旅行業

事務機器販売

鉄鋼加工業

職業分類 クラブ名 氏 名
日田中央

宇佐

八代北

天草中央

梶原　和浩

岩井　正久

田丸　裕太

原田　龍雄

職業分類

入退会者のお知らせ 2023 年3 月20 日  現在

今月の予定

2023/04/05( 水 )

2023/04/06( 木 )

2023/04/08( 土 )

2023/04/12( 水 )

2023/04/13( 木 )

2023/04/14( 金 )

阿蘇 RC 公式訪問

菊池 RC 公式訪問

米山オリエンテーション（日田市）

熊本菊南 RC 公式訪問

熊本りんどう RC 公式訪問

RI 会長代理歓迎晩餐会

2023/04/14～16(金~日)

2023/04/18( 火 )

2023/04/20～21( 木・金 )

2023/04/25( 火 )

2023/04/26( 水 )

地区大会

肥後大津RC公式訪問

クラブ活性化セミナー

熊本’ 05 福祉 RC 公式訪問

肥後小国 RC 公式訪問
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グ
ル
ー
プ

熊
本
県
第
一

クラブ名 本
年
度

入
会
者

年
初

本
年
度

退
会
者

当
月
末

本
年
度

増
減

会　員　数

熊
本
県
第
三

熊
本
県
第
四

熊
本
県
第
五

熊
本
県
第
六

熊
本
県
第
七

グ
ル
ー
プ

クラブ名 本
年
度

入
会
者

本
年
度

退
会
者

当
月
末

本
年
度

増
減

会　員　数

熊
本
県
第
二 大

分
県
第
二

大
分
県
第
三

大
分
県
第
四

大
分
県
第
五

大
分
県
第
一

（7/1）
年
初

（7/1）
山鹿
玉名
荒尾

玉名中央
（４RC)
阿蘇

肥後大津
菊池

肥後小国
熊本菊南
熊本 '05 福祉
熊本りんどう
（７RC)
熊本
熊本東
熊本北
熊本東南
熊本城東

熊本グリーン
熊本平成

熊本水前寺公園
（８RC)
熊本南
熊本江南
熊本西南
熊本西
熊本中央
熊本西稜
（６RC)
八代
八代北
八代南
宇土
八代東
宇城

（６RC)
人吉
水俣
多良木
芦北

人吉中央
（５RC)
本渡
牛深
西天草
天草中央

天草パールライン
（５RC)

熊本４1ＲＣ計

中津
日田

中津中央
日田中央
玖珠

中津平成
（６RC)
豊後高田
宇佐
杵築

杵築 one heart 衛星
くにさき
宇佐八幡

宇佐２００１
（６RC ＋ 1RSC )

別府
別府北
別府東
日出

別府中央
湯布院
（６RC)
大分
大分東
大分臨海
大分南
大分中央
大分 1985
大分城西

大分キャピタル
大分キャピタルOli Oli 衛星

2720J.O.K.REC
（  9  RC + 1RSC )

竹田
佐伯
臼杵
津久見
豊後大野
佐伯MARINE
（6RC)

大分３3ＲＣ+2 RSC 計
７4ＲＣ+2 RSC 総計

13 
52 
43 
12 
120 
32 
34 
23 
13 
18 
13 
19 
152 
90 
39 
5 
43 
30 
18 
21 
12 
258 
62 
55 
27 
9 
27 
21 
201 
73 
23 
47 
14 
42 
9 

208 
48 
22 
18 
25 
35 
148 
46 
19 
23 
43 
16 
147 
1,234 

45 
53 
18 
40 
15 
24 
195 
37 
27 
21 
8 
15 
30 
26 
164 
38 
35 
41 
15 
18 
13 
160 
46 
35 
43 
29 
76 
30 
29 
52 
15 
51 
406 
15 
28 
30 
37 
12 
29 
151 
1,076 
2,310 

13 
53 
42 
12 
120 
32 
32 
22 
15 
18 
12 
19 
150 
90 
40 
5 
46 
32 
21 
23 
11 
268 
65 
57 
27 
9 
28 
23 
209 
75 
24 
51 
14 
43 
7 

214 
48 
23 
19 
25 
35 
150 
46 
20 
23 
45 
16 
150 
1,261 

47 
55 
18 
40 
15 
24 
199 
40 
28 
23 
8 
15 
31 
26 
171 
39 
38 
44 
15 
17 
12 
165 
51 
35 
47 
33 
80 
29 
34 
56 
14 
48 
427 
16 
30 
29 
39 
12 
30 
156 
1,118 
2,379 

0
1
1
0
2
2
1
0
2
0
1
0
6
3
3
0
3
3
4
2
0
18
4
3
1
0
2
2
12
4
3
5
0
2
0
14
1
3
1
0
0
5
0
2
1
3
1
7
64

2
4
0
2
0
0
8
5
1
2
1
1
1
1
12
1
3
4
0
2
0
10
8
1
4
4
5
0
5
5
0
2
34
1
4
2
3
0
4
14
78 
142 

0
0
2
0
2
2
3
1
0
0
2
0
8
3
2
0
0
1
1
0
1
8
1
1
1
0
1
0
4
2
2
1
0
1
2
8
1
2
0
0
0
3
0
1
1
1
1
4
37

0
2
0
2
0
0
4
2
0
0
1
1
0
1
5
0
0
1
0
3
1
5
3
1
0
0
1
1
0
1
1
5
13
0
2
3
1
0
3
9
36 
73 

0
1
-1
0
0
0
-2
-1
2
0
-1
0
-2
0
1
0
3
2
3
2
-1
10
3
2
0
0
1
2
8
2
1
4
0
1
-2
6
0
1
1
0
0
2
0
1
0
2
0
3
27

2
2
0
0
0
0
4
3
1
2
0
0
1
0
7
1
3
3
0
-1
-1
5
5
0
4
4
4
-1
5
4
-1
-3
21
1
2
-1
2
0
1
5
42
69

※衛星クラブがあるクラブの「会員数」は衛星クラブの会員数を除いた人数を
　表記しています。

2023年 2月  会員数報告


